
 

 

「光の道」構想に関する意見 

 

意見提出元 株式会社ドコモ・ドットコム 

 

意見項目 意見内容 

１．超高速ブロードバンド

基盤の未整備エリア（約

１０％の世帯）における

基盤整備の在り方につ

いてどのように考える

か。 

弊社は、モバイルの有効な活用法をコンテンツプロバイダー様

に、運営するサイトの収益向上のための施策をご提案するコン

サルティングサービスを業としております。今回の意見募集につ

きまして、弊社のコンサルティング事業者としての立場から、意見

を提出させていただきます。 

日本のモバイルコンテンツ市場は世界に類を見ない発展を遂

げてきましたが、これには多様なコンテンツプロバイダーによるコ

ンテンツの充実が大きな役割を果たしてきたと考えられます。コ

ンテンツの充実がユーザのコンテンツ利用を促進するとともにユ

ーザを増加させ、そのことが更にコンテンツプロバイダーの新規

参入を促し、コンテンツを充実させる、といった好循環を生んでき

ました。 

今般検討を進めておられる、未整備地域へのブロードバンド基

盤整備やブロードバンドの利用促進に関しても、上述のような好

循環を作り出すことが有用であると考えます。 

ブロードバンド未整備地域の多くは、交通が不便であったり、

住民の高齢化が進んでいたりという問題を抱えています。このよ

うな地域においては、行政サービス等の電子化やコミュニケーシ

ョン手段の利便性向上等の潜在的ニーズは高いと考えられま

す。このような地域において、例えば行政等が自ら、住民に対し

て情報を発信したり、「電子パスポート申請」や「電子住民票」な

どの電子行政サービスを提供すること、機器やサービスの利用

方法等について講習を行う等のＩＣＴリテラシー支援を行うこと等

に取り組むことにより、多くの住民の方々が携帯やブロードバン

ドを必然的に利用する機会が増えてきます。その結果、すでにコ

ンテンツを利用している方はさらに活用機会が増えますし、使っ

ていなかった方もＩＣＴに関するナレッジ・リテラシーが向上すると

共に、他のコンテンツの利用を始めるきっかけになり、更に利用

が促進されます。それによって、より多様なコンテンツが充実し、

住民の利便性が増していくという好循環が期待できます。このよ

うにＩＣＴの利活用が促進されることにより、事業ベースでのブロ

ードバンド基盤整備 100％達成も可能になっていくものと考えら

れます。 

これまでＩＣＴを利活用しておられない方々に対して行政自らが

積極的に利活用のきっかけを提供し、出来るだけ多くの方々に「Ｉ

ＣＴを利用したい」と思っていただくことが、ブロードバンドの整備

を加速することに繋がるのではないかと考えております。 

２．超高速ブロードバンド

の利用率（約３０％）を向

上させるためには、低廉

な料金で利用可能となる

ように、事業者間の公正

競争を一層活性化する

ことが適当と考えられる

が、ＮＴＴの組織形態の

在り方も含め、この点に

ついてどのように考える

か。 
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